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抄録： Health Information Exchange（HIE）の利用状況に関する研究は世界的には多数存在しておりレビューも

なされているが、本邦での利用状況の研究に関してまとまったレビューはない。本研究では「日本の日常診療にお

いてＨＩＥはどれほど利用されているのか」に関するレビューを行うことを目的に、本邦でのＨＩＥの利用状況の定量

的評価に関する 2016 年以降の英語論文の文献的な集約と考察を行った。Scopus、PubMed、Ｃｏｃｈｒａｎｅ Library

で文献検索を行った結果、HIEの利用状況を検討した英語で書かれた論文は 4報にとどまった。データソースはあ

じさいネット・ＭＭＷＩＮ・徳洲会グループであった。検討項目は登録患者数や登録医療機関数が主であり、医療従

事者のアクセス数・アクセス頻度や医療情報別の被参照回数などに関する検討は見出されなかった。ＨＩＥの日常

臨床での利用に関する本邦での研究は未検討の量的指標が多く、更なる研究が必要とされる。 
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1. はじめに 

複数の医療機関に断片的に蓄えられた医療

情報を電子的に共有することで、円滑かつ良質

な医療につながるという発想から、複数の医療

介護施設間で電子的に医療情報を共有する

Health Information Exchange(以下「HIE」)、ない

し地域医療情報連携ネットワークと一般的に呼

ばれるシステムが世界各国で開発・導入されて

いる。日本でも過去 20 年にわたり各地で合計数

百の HIE が構築された。HIE が日常診療におい

てどの程度利用されているかに関する研究は世

界的に多数存在する。 2017 年にはシステマ

ティックレビューも行われている [1]が、同レ

ビューでは本邦の論文の報告はない。その後も

本邦において HIE の利用状況の学術研究に関

するまとまった報告はない。そこで本研究では、

「日本の日常診療において HIEはどの程度利用

されているのか」に関する既存の研究のレビュー

を目的として文献レビューを行い、本邦での研

究の現状と課題を整理した。  

2. 手法 

対象文献の組み入れ基準は、日本の臨床で

実際に利用されている HIE について①利用する

職種②情報を交換する主体③交換する情報④

システムの導入規模⑤システムの実臨床での利

用状況に関する定量的評価  のいずれかに関

す る デ ー タ を 含 む 、 英 語 で 記 述 さ れ た

peer-review を経た原著論文とした。新規のデー

タを含まない レビ ュー論文 ・ レ ター ・ 書籍 ・

peer-review を経ていない論文・公的レポートは

除外した。また HIE の利用状況を直接的に反映

する量的指標を含まない文献も除外した 。

Scopus、PubMed、および Cochrane Library にて

(health information exchange OR electronic 

health record) AND (usage OR access) AND 

(japan*)を基本的な検索キーとして必要に応じて

用語を加え、2016 年以降の文献を検索した。検

索結果として挙げられた論文は重複を除外した

後タイトルと Abstract、続いて本文のチェックを

行い組み入れ基準に適合するかどうか判断した。

組み入れ基準となった論文は利用状況に関する

①～⑤の項目を抽出し、質的な検討を加えた。  

3. 結果 

検索を行った結果、重複を除いて 126 報の論



 

 

文が候補となった。タイトルと Abstract で選考を

おこなった結果、候補論文は 18 報となり、さらに

本文を読んで選考をおこなった結果、最終的に

組み入れ対象となった論文は 4 報となった。論

文におけるデータソースはあじさいネットが 2 報

[2][3]、MMWIN[4]・徳洲会グループのキャン

サーボード[5]がそれぞれ 1 報であった。データ

として検討されている日常診療での利用の指標

は、登録患者数やその割合[2-5]、登録・利用医

療機関数 [2-5]が最も多かった。ほかには蓄積さ

れたデータ量[4]に関する報告もあった。  

4. 考察 

HIEの日常診療での利用を研究した論文で検

討された項目は登録患者数や登録施設数が主

であった。登録患者数や登録施設数は利用状

況の一部を反映する指標だが、HIE の日常診療

での利用状況の指標としては不十分である。既

存の研究では、医療従事者からの職種別のアク

セス数やアクセス頻度、医療情報別の被参照回

数、医療機関・部門別のアクセス頻度等に関す

る量的分析などは、ほぼ手つかずであった。海

外の HIE の研究ではアクセスログによる医師の

需要の分析 [6]や、救急外来での患者属性別の

需要の分析 [7]など多角的な分析がされており、

本邦でも同様の分析が望まれる。  

5. 結語 

本邦での HIE の利用の検討項目は登録患者

数や医療機関数、蓄積データ量など一部の項

目にとどまっている。日常診療での利用状況を

より精緻に把握するには、本邦でも HIEのアクセ

スログを分析し医療機関別・医療従事者の職種

別のアクセス数や需要のある医療情報などを把

握する必要があると考えられる。  
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